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２
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懸
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中
卒
ま
で
拡
大　

梅
田
氏

乳
幼
児
医
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助
成
―
―

乳
幼
児
医
療
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助
成
―
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町
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で

市
町
村
応
援
で

　

「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
年
齢
を
入
通
院
と

も
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
」

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
梅

田
氏
が
唯
一
「
賛
成
」
と
回

答
し
た
。
松
井
氏
、
倉
田
氏

は
「
そ
の
他
」
と
し
た
。

　

梅
田
氏
は
、
府
制
度
を
就

学
前
ま
で
引
き
上
げ
、
市
町

村
を
応
援
。
全
体
を
中
学
卒

業
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し

た
。
府
予
算
３
兆
円
か
ら
23

億
円
程
度
は
十
分
捻
出
可
能

だ
。
大
阪
維
新
の
会
は
、
先

の
一
斉
地
方
選
挙
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
の
中
学
ま
で
無
料
」
を
掲

げ
て
い
た
が
、
松
井
氏
は

る
。

　

口
腔
保
健
法
は
、
全
国
自

治
体
で
の
保
険
で
よ
い
歯
科

医
療
を
求
め
る
意
見
書
の
採

　

現
在
、
国
保
は
、
各
市
町

村
が
保
険
料
抑
制
の
た
め
に

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。
国
保
が
都
道

府
県
単
位
で
広
域
化
さ
れ
れ

が
37
万
３
５
２
８
世
帯
（
24

・
９
％
）
に
も
達
し
、
窓
口

負
担
が
全
額
自
己
負
担
と
な

る
資
格
証
明
書
が
２
万
７
４

８
４
世
帯
、
資
格
書
予
備
軍

と
な
る
短
期
証
が
10
万
８
１

１
０
世
帯
に
発
行
さ
れ
て
い

る
。
保
険
料
を
ど
の
よ
う
に

　

「
義
務
教
育
以
降
、
毎

年
、
無
料
で
歯
科
健
診
が
受

け
ら
れ
る
制
度
の
創
設
」
に

つ
い
て
は
、
梅
田
氏
の
み
が

「
賛
成
」
と
回
答
し
た
。

　

松
井
氏
は
、「
そ
の
他
」

と
し
て
、「
基
礎
自
治
体
で

提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
」
と

の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。

ま
た
倉
田
氏
も
松
井
氏
と
同

様
に
「
そ
の
他
」
と
回
答

し
、「
歯
科
の
重
要
性
は
認

　

大
阪
都
構
想
は
、
大
阪
市

や
堺
市
を
解
体
し
て
周
り
の

市
町
村
の
予
算
を
吸
い
上

げ
、
さ
ら
に
関
西
州
で
都
道

府
県
の
枠
組
み
を
超
え
た
超

巨
大
開
発
を
進
め
る
も
の

だ
。
関
西
州
は
、
橋
下
氏
が

府
知
事
に
当
選
以
来
の
政
策

で
あ
り
、
松
井
氏
も
足
並
み

を
そ
ろ
え
大
阪
都
・
関
西
州

に
「
賛
成
」
と
し
た
。
倉
田

氏
は
、
大
阪
都
は
様
々
な
ハ

「
基
礎
自
治
体
で
提
供
す
べ

き
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
た
。
こ

の
点
で
は
、
福
祉
行
政
等
を

市
町
村
に
移
譲
す
る
際
の
府

択
が
３
割
を
超
え
る
な
ど
の

運
動
の
発
展
に
よ
り
、
よ
う

や
く
国
会
で
成
立
し
た
。
各

地
方
自
治
体
で
も
口
腔
保
健

ば
、
こ
の
繰
り
入
れ
が
出
来

な
く
な
り
、
保
険
料
が
２
万

円
も
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

国
保
広
域
化
に
対
し
、
梅

抑
制
す
る
か
が
大
き
な
課
題

だ
。

　

同
時
に
「
国
保
料
の
引
き

下
げ
の
た
め
の
市
町
村
へ
の

財
政
援
助
の
強
化
」
に
つ
い

て
も
尋
ね
た
が
、
梅
田
氏
の

み
が
財
政
援
助
の
強
化
に

「
賛
成
」
し
、
松
井
、
倉
田

識
し
て
い
る
も
の
の
、
財
政

上
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
今

後
の
検
討
課
題
」
と
の
見
解

を
示
し
た
。

　

現
在
、
大
阪
府
下
で
は
、

節
目
健
診
と
い
う
形
で
す
べ

て
の
市
町
村
が
歯
科
健
診
を

実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
節

ー
ド
ル
が
あ
り
「
解
決
に
時

間
を
掛
け
る
余
裕
な
ど
な

い
」
と
し
、
関
西
州
構
想
は

広
域
連
合
と
し
て
推
進
の
立

場
だ
。
一
方
、
無
駄
な
巨
大

開
発
か
ら
福
祉
医
療
優
先
の

府
政
へ
の
転
換
を
掲
げ
る
梅

田
氏
は
大
阪
都
・
関
西
州
に

「
反
対
」
だ
。

　

ま
た
脱
原
発
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
政
策
転
換

に
つ
い
て
は
、
梅
田
、
倉
田

事
業
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

チ
ャ
ン
ス
だ
。

　

大
阪
に
お
い
て
は
口
腔
保

健
条
例
が
制
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
選
挙
結
果
が
注
目
さ
れ

る
。
口
腔
保
健
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
予
定

し
て
い
る
府
交
渉
で
も
取
り

上
げ
る
予
定
だ
。

　

今
年
、
国
会
で
「
歯
科
口

腔
保
健
推
進
に
関
す
る
法
律

（
口
腔
保
健
法
）」
が
成
立

し
た
（
８
月
２
日
）。
今

後
、
各
都
道
府
県
で
条
例
化

を
含
め
た
口
腔
保
健
事
業
の

推
進
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
情
勢
を
受
け
て
各
候
補

者
に
対
し
て
大
阪
府
に
お
け

る
「
歯
科
口
腔
保
健
条
例
の

制
定
」
へ
の
態
度
を
尋
ね

た
。

　

協
会
が
推
薦
を
決
定
し

（
第
７
回
理
事
会
10
月
８

日
）、
政
策
協
定
を
結
ん
だ

梅
田
氏
は
、「
賛
成
」
と
回

答
。
松
井
氏
（
大
阪
維
新
の

会
）
も
同
様
の
回
答
を
し

た
。
唯
一
、
倉
田
氏
は
「
具

体
的
な
内
容
が
不
明
な
た
め

回
答
で
き
な
い
」
と
し
て
い

予
算
削
減
が
懸
念
さ
れ
る
。

ま
た
倉
田
氏
は
「
多
額
の
財

政
措
置
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
」
と
し
た
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
は
、
入
通
院
と
も
中
学
校

卒
業
ま
で
と
い
う
の
が
全
国

的
な
流
れ
で
あ
る
。
東
京
都

・
群
馬
県
な
ど
が
既
に
実
現
、

府
の
制
度
が
３
歳
未
満
の
大

阪
府
で
も
堺
市
・
能
勢
町
・

田
尻
町
が
既
に
入
通
院
と
も

中
学
校
卒
業
ま
で
と
制
度
を

拡
充
し
て
い
る
（
下
表
）。

田
氏
は
「
反
対
」
と
し
、
松

井
、
倉
田
両
氏
は
「
賛
成
」

と
回
答
し
た
。

　

大
阪
の
国
保
は
、
高
す
ぎ

る
保
険
料
を
払
え
な
い
世
帯

両
氏
は
、
広
域
化
す
べ
き
と

の
回
答
だ
っ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

皆
保
険
の
基
盤
と
な
る
。
保

険
料
の
高
騰
を
招
く
広
域
化

は
、
制
度
の
崩
壊
を
加
速
さ

せ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

目
で
は
、
健
診
か
ら
こ
ぼ
れ

落
ち
る
人
が
出
る
。
そ
の
た

め
協
会
は
、
義
務
教
育
以
降

も
す
べ
て
の
府
民
が
毎
年
無

料
で
歯
科
健
診
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
府
の
制
度
と
し
て
創

設
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。

両
氏
が
「
賛
成
」
と
し
た
。

松
井
氏
は
、
徐
々
に
原
発
依

存
を
低
下
さ
せ
る
と
し
「
そ

の
他
」
と
し
て
い
る
。
し
か

し
３
候
補
が
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
整
備
・
拡
大
、

原
発
削
減
と
い
う
方
向
を
示

し
、
脱
原
発
路
線
で
期
待
が

持
て
る
。

　

経
済
・
府
民
生
活
が
閉
塞

す
る
大
阪
で
新
し
い
府
政
の

選
択
す
る
時
だ
。

梅田章二氏 松井一郎氏 倉田薫氏
●歯科口腔保健条例の制定

賛成 賛成 無回答
●義務教育終了以降も毎年無料で歯科健診が受けられる制度の創設

賛成 その他 その他
● 在宅で歯科医療を受けやすくするための訪問歯科診療車への駐車禁止除
外標章の発行

賛成 賛成 その他
●要支援・要介護認定者にもれなく歯科健診を実施する制度の創設

賛成 その他 その他
● 地域基幹病院の二次・三次歯科医療提供体制の整備のための財政援助強
化

賛成 賛成 その他
●すべての保健所への常勤歯科医師・歯科衛生士の配置

賛成 その他 その他
●乳幼児医療費助成制度の対象年齢を入通院とも中学卒業まで拡充

賛成 その他 その他
●国民健康保険の広域化

反対 賛成 賛成
●国保料引き下げのための市町村への財政援助の強化

賛成 その他 その他
●救急救命センターへの補助金増額

賛成 賛成 その他
●大阪都構想の推進

反対 賛成 その他
●関西州構想の推進

反対 賛成 その他
●国旗の掲揚及び教職員による国歌の斉唱に関する条例

反対 賛成 その他
●脱原発宣言を行い原発依存から再生可能エネルギーへの政策転換

賛成 その他 その他

大阪府知事選挙に向けた公開質問状（アンケート）への回答

（表）　乳幼児医療費助成制度の対象年齢（通院）

※ゴシックは協会の推薦候補

歯科医療提供体制・脱原発などで政策アンケート歯科医療提供体制・脱原発などで政策アンケート

乳幼児助成・国保で違い浮き彫り

対象年齢 都道府県 府内市町村
中学卒業 群馬県、鳥取県（来年度） 堺市、能勢町、田尻町
小学卒業 山形県、栃木県 寝屋川市、河南町、千早赤阪村

小学３年 千葉県、福井県、兵庫
県、徳島県 茨木市、富田林市

就 学 前
東京都、神奈川県、愛
知県、京都府など29都
道府県

岸和田市、豊中市、池田市、吹田市、高槻市、貝塚
市、守口市、枚方市、八尾市、河内長野市、松原
市、大東市、和泉市、箕面市、柏原市、羽曳野市、
門真市、摂津市、藤井寺市、東大阪市、泉南市、四
条畷市、交野市、大阪狭山市、阪南市、島本町、豊
能町、忠岡町、熊取町、岬町、太子町

６歳未満 香川県
５歳未満 山梨県 泉大津市

４歳未満 富山県、石川県、熊本
県、沖縄県 泉佐野市、高石市

３歳未満 大阪府、宮城県、新潟
県、佐賀県

※都道府県は10月（見込みも含む）、府内市町村は11月１日現在

大阪府知事選挙大阪府知事選挙

政 策 部

　

公
開
質
問
状
は
、10
月
31
日
ま
で
に
立
候
補
を
表
明
し
て
い
た
梅
田
章
二
、
松
井
一
郎
、

倉
田
薫
の
３
氏
に
同
日
、
フ
ァ
ク
ス
で
送
付
、
７
日
締
め
切
り
で
実
施
し
た
。
内
容
は
、

医
療
の
提
供
体
制
や
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
、
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
な
ど
の
医
療

関
連
項
目
を
は
じ
め
、
大
阪
都
構
想
や
関
西
州
構
想
、
原
発
政
策
な
ど
、
14
項
目
。


